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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第５部門第１区分
【発行日】平成30年11月22日(2018.11.22)

【公開番号】特開2016-128686(P2016-128686A)
【公開日】平成28年7月14日(2016.7.14)
【年通号数】公開・登録公報2016-042
【出願番号】特願2015-241971(P2015-241971)
【国際特許分類】
   Ｆ０４Ｄ  29/60     (2006.01)
   Ａ４７Ｌ  15/42     (2006.01)
   Ｈ０２Ｋ   7/14     (2006.01)
   Ｈ０２Ｋ   5/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ０４Ｄ   29/60     　　　Ｅ
   Ａ４７Ｌ   15/42     　　　Ｄ
   Ａ４７Ｌ   15/42     　　　Ｆ
   Ｈ０２Ｋ    7/14     　　　Ｂ
   Ｈ０２Ｋ    5/04     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成30年10月10日(2018.10.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
[0034]
　各磁石３０の極円弧角（pole arc angle）θと１８０度の角度との比は、０．７５～０
．９５の範囲内であることが好ましく、より好ましくは、０．９～０．９５の範囲内であ
る。ここで用いる「極円弧角」という語は、半径方向外面４０の円弧面部４６の２つの円
周方向の端部と回転軸２８の中心軸とを連結する仮想線によって形成される角度を意味す
る。同一側の２つの磁石３０の半径方向外面４０の２つの平面部４８は、同一平面にある
。２つの同一平面の平面部４８の２つの円周方向の端部間の距離ｄ１は、２ｍｍ～９．５
ｍｍの範囲内である。２つの共面連結面４４の２つの外端間の距離ｄ２とオーバーモール
ド成形品３２の外面の直径ｄ３との比は、０．８２～０．９５の範囲内である。一実施形
態では、磁石３０の極円弧角θは、１６６度よりも大きく、２つの同一平面の平面部４８
の２つの円周方向の端部間の距離ｄ１は、２ｍｍ～２．５ｍｍの範囲内である。オーバー
モールド成形品３２の外側リング３６の軸方向の端部は、少なくとも２つの位置決め溝５
２を形成し、位置決め溝５２は、円周方向に互いに離間して設けられ、オーバーモールド
成形品３２の形成処理時に２つの磁石３０を位置決めするようになっている。各位置決め
溝５２は、２つの磁石３０の同じ側の２つの平面部４８が完全に露出した状態で、２つの
磁石３０が互いに接触する領域に設けられる。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４２】
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　１０　ポンプ
　１２　ポンプチャンバ
　１４　ポンプハウジング
　１６　入口
　１８　出口
　２０　インペラ
　２２　モータ
　２６　ロータ
　２８　回転軸
　３０　磁石（永久磁石）
　３２　オーバーモールド成形品
　３４　内側リング
　３６　外側リング
　３８　エンドプレート
　３９　凹凸構造
　４０　半径方向外面
　４２　半径方向内面
　４４　共面連結面
　４６　円弧部（円弧面部）
　４８　平面部
　５０　内孔
　５２　位置決め溝
　５４　ステータコア
　５６　ステータ巻線
　５８　底部
　６０　分岐部
　６２　極
　６４，６５　側面
　６６　極円弧面
　６８　組立穴
　７０　突起
　７２　凹部
　７４　円周方向の端部
　７５　開口スロット
　７６　エアギャップ
　７８　始動溝
　８０　絶縁巻線ブラケット
　８２　回路基板
　８４　過熱保護部
　８６　導線
　８８　入力端子
　９０　出力端子
　９２　管状部
　９４　端壁
　９５　巻線空間
　９６　配線案内スロット
　９８　分離壁
　１００　カバー本体
　１０２　底板
　１０４　封止リング
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　１０６　半径方向の溝
　１０８　上板
　１１０　密閉側板
　１１２，１１３　スナップ係止構造（係止スロット，突起）
　１１４　弾性アーム
　１１６　段部
　１１８　ブロック
　１２０　開口部
　１２２　ポンプチャンバ底壁
　１２４　ロータハウジング
　１２６　エンドキャップ
　１２８，１３０　軸受
　１３２　緩衝器
　１３４　隆起
　１３６　溝
　１３８　軸受座
　１４０　内歯
　１４２，１４４　リブ
　１４６　モータカバー本体
　１４８　底壁
　１５０　側壁
　１５２，１５４　スナップ係止構造（突出ブロック，フック）
　１５６　位置決め突起
　１５８　位置センサ
　１６０　基板
　１６２　ブレード
　１６４　長ブレード群
　１６６　短ブレード群
　１６８　流路
　１７０　取付ポスト
　１７２　軸スリーブ
　１７４　射出成形部
　１７６　洗浄装置
　１７８　洗浄チャンバ
　１８０　給水路
　１８２　排水路
　１８４　循環路
　１８６　循環ポンプ
　１８８　制御システム
　ａ１　距離
　ｂ１　最大幅
　ｂ２　最小距離
　ｂ３　最大長
　ｂ４　最大距離
　ｂ５　距離
　ｄ１，ｄ２　距離
　ｄ３　直径
　Ｓ１　極軸
　Ｓ２　中心軸
　θ　極円弧角
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